
 

 

  

 

 

 

 

 

自ら考え、関わり合いながら学ぶ子どもの育成  

～「できた」「わかった」が、実感できる算数科の授業作り～ 

６月８日（月）に第１回目の研修が行われ、今年度の研修の方向性について提案しました。 

今年度は２年次計画の２年目で、昨年度の成果と課題から以下の３点に重点を置くこととし

ました。 

 

 

 

  

 また、今年度は新型コロナウィルスの影響を受け、先日出されたとおり 

実践発表会を行わないこととなりました。校内研については、 

○全校研については、日程・内容など未定です。 

○ブロック研については、日程は未定ですが行う方向で考えています。 

（各ブロック１クラス程度の公開で、ブロック内もしくは学年で参観するなど少人数で行う） 

 次回は、7 月 6 日（月）です。各ブロックに分かれて、今行っている取り組みや今後の取

り組みについて交流を行いたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

森の里小学校 

研修部通信 

令和２年7月3日 

○基礎的基本的な知識や技能の習得 

○子どもの考えをはっきりさせるノート作りの工夫 

○少人数から全体へ。学びを深める学び合いへの交流場面作り 

密を避けつつ、 

研修していきしましょう 


